
1 
 

令和元年度第１回まち・ひと・しごと創生協議会 

 

日時：令和元年１０月４日（金） 15:00～16:40 

場所：市役所４階 第２・３委員会室 

出席委員：別紙のとおり 

 

 

開会 

副市長挨拶 

 

１．松浦市まち・ひと・しごと創生総合戦略概要について 

 

≪資料２：事務局説明≫ 

 

２．松浦市まち・ひと・しごと創生総合戦略 平成３０年度までの事業進捗及び 

地方創生交付金活用事業について 

 

≪資料１、資料３、資料４：事務局説明≫ 

 

≪質疑応答≫ 

（Ａ委員） 

資料３で、決算額のほぼ２分の１が交付金の額となっているが、漁業就業実

践研修のみ決算額に対して交付金の率が低いようになっているが、何か意図的

な意味があるのか。 

（事務局） 

漁業就業実践研修については、長崎県から２分の１の補助金も活用しており、

残りの２分の１にあたる４分の１が国からの交付金の額となっている。 

（Ａ委員） 

資料３を見てみると、お金の使いみちというのが２つあるように思う。１つ

は１ページ目の観光の事業については地域の活性化に繋がるものであり、もう

１つ２ページ目の移住などの事業については定住施策ということになると思

う。 

観光の事業は地域の活性化に繋がるとは思うが、一時的なものという感じが

する。松浦市の人口を増やすということを考えると、定住施策に重きをおくべ

きだと思う。お金の使いみちとして、有効に使うべきではないかと思う。 

（議長） 
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どういったところに重点的に力を入れれば人口減少の抑制に繋がるかとい

う視点は重要であり、次期戦略を練る上で参考にしたい。 

（Ｂ委員） 

資料４のＫＰＩの達成状況については全て行政主導でやったものを実績と

しているのか、民間がやったものも実績としてあがっているのかということを

知りたい。 

分かりやすい例として、老朽危険家屋除去数というＫＰＩがあるが、個人で

危険家屋を除去したものが実績としてあがっているのか、行政が何らかの補助、

指導をしたものが実績としてあがっているのか。 

ＫＰＩの評価の仕方が分からなかった。 

（事務局） 

市が行った老朽危険家屋除去に対する支援の件数のみで評価をしている。 

（議長） 

民間主導の除去数の把握ができるのかということがあり、市が危険家屋の指

定をして除去に対する支援を行った件数のみをあげているということになる。 

（Ｂ委員） 

全体において、全てが行政主導でやった結果のみで評価をしていいものかと

思う。 

（事務局） 

総合戦略に掲げる事業が様々あるが、行政が支援せずとも民間が率先して進

捗している事業もある。 

 

３．人口ビジョンについて 

～総合戦略策定時の推計人口と平成２７年国勢調査結果を反映した推計人口

との比較 

 

≪資料５：事務局から説明≫ 

 

≪意見交換≫ 

 

（議長） 

人口ビジョンを策定したときの推計人口どおりに推移しているかというこ

とを検証しなければならない。 

平成２７年国勢調査の結果を反映した社人研の推計人口が、令和２年は２１，

４０２人となっている。 

これに対し、令和元年８月末の住民基本台帳人口が２２，６５８人であり、
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住民基本台帳人口は国勢調査人口より約７００人多いことから、差し引くと約

２２千人ということになる。 

１年後にこの人口がどのようになるのか。 

国勢調査の平成２２年から平成２７年までに約２千人減っていることから、

年間では約４００人が減っていることになる。 

（事務局） 

住民基本台帳では、平成３０年に３５９人減っている。 

（議長） 

１年後に２２千人から４００人減っているとした場合の人口が、社人研の推

計人口と比較してどうなのか。総合戦略を進めることで社人研の推計人口を上

回り、人口減少が抑制されているのか。 

また、松浦市の人口ビジョンでは２０２０年に２２，０８８人になると推計

しており、人口ビジョンどおり推移しているのかということを検証し、人口ビ

ジョンを見直す必要があるのかということを考えなければならない。 

これについては、これまで５年間総合戦略を進めてきたことで、ほぼ、人口

ビジョンどおりに推移し、社人研の推計人口よりも人口減少は抑制されている

と言えるのではないかと考えており、松浦市の人口ビジョンについては現時点

では見直しの必要はないのではないかと考えている。 

 

４．次期総合戦略について 

～国・県の次期総合戦略策定に向けた動向と松浦市の次期戦略の策定 

スケジュール 

 

≪資料６、別添１、別添２、参考：事務局より説明≫ 

 

≪意見交換≫ 

 

（Ｃ委員） 

これまでの説明の中で注目したのが３つあった。 

１つは、資料５の６ページ２０１３年（平成２５年）の松浦市全体の転入者

が３６４人とあるのが、２０１８年（平成３０年）では７２０人となっている。 

転入者がこれだけ増えた要因は何なのかということを知りたいと思った。 

２つ目が、松浦市の人口ビジョンについて、この人口ビジョンの前提は、合

計特殊出生率を２．２というもので、希望ということになると思うが、それが

あってこの人口ビジョンによる推計が成り立つものであり、これについてはど

うなのかという疑問がある。 
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３点目、さきほど小川委員から観光と定住という話があった。これについて、

私は観光と定住は別物とは考えていない。定住にあたっては、まずは観光で松

浦市を訪れ、日帰りで来られたのが、よかったら１泊してみる、２泊してみる

ということで、観光での魅力が増幅され、じゃあ松浦に定住してみようかなと

考える人もいるのではないかと考える。そういう意味で、観光と移住というも

のが連動した取り組みというものも必要ではないかと思っている。 

（Ｄ委員） 

人口ビジョンで、市は２０６０年に１５，１６１人としているが、社人研の

前回の２０６０年推計人口が１０，８６０人、今回の推計人口が８，８１３人

ということで、開きがありすぎると思うが、それについては総合戦略での施策

をされてのことだと思う。 

一番気になっているのが、次期総合戦略において考えられる視点ということ

で、松浦高校、私も松浦高校の出身であり、３０年ぶりに帰ってきたが、本当

に生徒が少なくなっている。このままでは廃校になるのではないかと感じてい

る。新たな企画や総合学科を設けるなどの施策をしないと生き残っていけなく

なるんじゃないか。松浦高校がなくなってしまえば、当然人口も減るし、活気

がなくなる。そこに力を入れていかなければと感じている。 

（Ｅ委員） 

資料１の３ページ、外国人滞在数について、平成２７年度から平成２８年度

に向けてかなり増えている要因は。 

（議長） 

民泊での受入に修学旅行生だけでなく、外国人や一般客の受入をおこなって

いるため、増えているのではないかと考えるが、Ｆ委員、どうでしょう。 

（Ｆ委員） 

増えてます。今年、一般客１千人をもう超えている。 

韓国、中国とは、なかなかきびしい状況。向こうでは修学旅行とは言わない、

行きたい人と募集をして学生が来る。そういう捉え方であり、なんとか、盛り

返していきたいなと思っている。 

（議長） 

そういった要素も含まれていると、ご理解いただきたい。 

地域経済活性課から、外国人の滞在について、特徴的な取組みなどあれば。 

（地域経済活性課） 

地方創生交付金を活用し、昨年度、インバウンド向けのモニターツアーを実

施している。このモニターツアーの利用客も実績値に含まれている。 

（Ｆ委員） 

資料３にある体験型旅行商品の開発において、交付金を活用し山女魚の釣り
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堀を整備し、皆様にご利用いただいている。新しい体験型のメニューとして、

１０月の予約数が２５０名、７月からの利用者数が３００から３５０名ほどに

なる。 

なぜ、これをしたかというと、命の教育というのを私たちは目指している。

釣った魚をその場で焼いて食べる。今一番、子どもたちに教えたいのはそこだ

と思う。いじめだったり、人の命をなんとも思わない親がいたり、そういう思

いでやっている。 

ただ、トイレが未整備で、柚木川内キャンプ場のトイレに連れて行くが、ぽ

っとん便所で子どもたちは怖いと言う。少しずつ、ご協力いただきながら整備

していきたい、もっともっと大きくしていきたいと思っている。 

それから、移住定住について、古民家活用というものにもチャレンジしてい

きたいと思っている。柚木川内は、十数軒あったところが今８軒となっており、

空いた古民家がある。その中で、山女魚など地元産の食材を使った料理を提供

できないかという思いでいる。皆様の協力を得ながらやっていきたいと思って

いる。 

（Ｇ委員） 

私自身が子育て中であり、まわりの人の意見も子育て支援は充実していると

いう意見ばかり。松浦市に来てもらえば子育て支援が充実していることは分か

るが、来てもらう前に知ってもらうＰＲも必要なのではないかと思う。 

子どもを産める人はどんどん産んでいる。出産ということに関しては不満は

ないので、そこは、勧奨をしたいなとは思っている。 

（議長） 

子どもを３、４人産んで育てておられる世帯も結構おられるが、市報に毎月

掲載している、お誕生おめでとうの欄より、お悔やみの欄のほうが圧倒的に多

い。これについては、結婚する人が少ないのではないかと思われる。 

市でも婚活をやっているが、行政サイドでやれる支援ということでいえば、

子どもを産み、育てやすい環境を作るといういわゆる子育て支援をやるという

ことは言えると思うが、結婚してもらう、子どもを産んでもらうという面での

支援というものがあるのか。婚活支援は、結婚してもらうためのきっかけづく

りと言えると思うが、なかなか応募者が少ないという状況。 

（Ｇ委員） 

その世代の人が定着すれば、そこから結婚する人も増える。若い人が就業で

きる、働く場を作り、定着してもらえば結婚する人も増え、子育てする人も増

えるのではないか。 

（議長） 

今は女性も働いている。企業同士の婚活というものいいのではないか、次期
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総合戦略に盛り込むか検討をしている。 

（Ｇ委員） 

そういう出会いの場づくりというのはいいのではないかと思う。 

（Ｈ委員） 

本日、会議に遅れたのは、御厨中学校で高校説明会があり、そこに参加して

いたので遅れた。御厨中学校の生徒とその保護者を前に話をしたのは、松浦高

校ではどんな生徒を育てたいか、育ってほしいかという質問があったとして、

私は、松浦、長崎、日本を飛び出して、世界を股に駆ける人材になって欲しい

という気持ちはあるけれども、やっぱり自分を育ててくれた松浦のことを、い

つも心のどこかで思ってくれるような生徒に育って欲しいという話をした。 

松浦高校では３分の１くらいが就職をする。そのうち４割から５割くらいし

か県内に留まらないなかった。いろんな話をしてきたからか分からないが、今

年に限っては、就職希望の生徒の８割、伊万里などを含めると９割の生徒が、

家から通える距離での就職希望を出している。それを見たときに私はすごく嬉

しかった。地元のことを大事に思う気持ちが育ってくれたんだなと思う。他所

の高校を悪く言うつもりはないが、松浦高校に来てくれた生徒は、他所の高校

の生徒より、卒業する頃には松浦のことを大事に思う子に絶対なっていると思

う。 

大学進学を目指している子に、いずれ松浦にどうやって戻ってこさせようか、

ということをいろいろ考えている。仮に、人生の一時期を東京や大阪で働いて

いたとしても、心のどこかでいつも松浦のことを思ってくれる、そういう人に

なって巣立ってほしいなと思っている。 

（議長） 

今の話は、出口の部分の話だった。片やＤ委員からあった話は、入口の部分、

絶対数は増やさないと、というの話だった。いずれも重要だと思う。どうやっ

たらそのような結果に結び付いていくのかということを考えていかなければ

ならない。次期総合戦略の中にもそういった部分を施策として取り込んでいけ

ればと思っている。 

（Ｉ委員） 

市報の話があったが、私も毎月市報を見て、最後のページに人口が載ってい

るが、毎月４０人から５０人がコンスタントに減っている。今月は２０人くら

いと若干少なくなっているが、だいたいこの人口推移どおりにきているのかな

と考えている。銀行の支店長をさせていただいている観点からも、市内の業者

さんも活気がないと思っている方も多いのかなと感じている。 

資料を見る中で、人口の推移もだが、税収が１億３千万も下がることが予測

されている。 
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会議の趣旨とは違うが、未来の年表というベストセラーの本があるが、松浦

はこのまま推移するとどうなるのかと、そういう観点も必要なのではないか。

このまま人口が減ったときにどのようになるのか。できることとできないこと

というのがかなり出てくるのではないかと思う。人口が減ったときに一人当り

の収入をどうやって増やしていくかという観点も必要なのではないか。松浦は

今、アジフライの聖地としてやっているが、北海道にホタテの聖地というのが

ある。そこは、日本でも有数の裕福なまちとなっている。そういう観点も何か

考えなければならないのではないか。 

最後に新たな視点というのがあり、色々なことをやられると思うが、何かを

やってみようというときには、相談してもらえば何かしらの支援ができると考

えている。 

（議長） 

この会が始まってから、定住人口のことや、交流人口が定住人口に結び付く

こともあるとの話もあり、定住というのも大きな要素であり、入ってきてもら

う移住ということも大きな要素だと思う。自然減をカバーするためには、社会

増を図っていくと、移住、定住人口を増やしていく、それしかいないと思う。

定住という面で大事な役割を果たしているのが一次産業だと思うが、農業分野、

漁業分野をどうやって活性化するかという意見があればお願いします。 

（Ｅ委員） 

松浦市における人口の現状と分析というのがあるが、農業における人口もか

なりこれと似たようなもので、農協の組合員もかなり減少している。１５年く

らい前からすると、３分の１程度は減ったんじゃないかと思う。これについて

は、農業が云々ということじゃなく、高齢化に伴う後継者不足ということが一

番の原因じゃないかと思う。農業で食っていけるのかということが、まずある

んじゃないかと思う。それについては、事業を拡大しながらやっていく、そう

しないとやっていけないじゃないかと思う。 

定住人口については、一次産業のなかで後継者を創っていくということが、

定住人口に繋がるんではないかと思っている。そういうことからも規模拡大を

図らなければやっていけない。７０歳過ぎの農業者が５０パーセント以上、 

５０歳未満の方が１７、８パーセントという分析も農協の中で出ている。そう

いった中で農業を継続していくというのは大変厳しい。 

また、街からちょっと離れると空き家がかなり出てきているという状況、そ

ういう中で、私も学生を受け入れたりするが、受け入れた子どもたちが、私た

ちは何でもない風景ですが、街からくると感動する。そういう田舎というか、

私は何にもないと言うが、何にもないからいいのかなと、子どもたちには話し

たりする。何にもないところで空を見て感動する。海を見て感動する。島を見
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て感動する。と考えたときに、一次産業の中にもそういったものを取り入れな

がら仕事をしなければならないとも思うし、そういうものを発見しながら一次

産業も生活していける規模に持っていって、後継者を創っていく。 

牛を増やしてきている。一時期、８千頭を切った牛が、今、９千２百頭、３

百頭ということで、この２、３年のうちに９千５百頭まで持っていこうかとい

うことであるが、牛を飼っている家というのはどんどん減っており、１軒あた

りで飼っている頭数が増えている。頭数が増えて、１軒あたり３０頭、４０頭

となってくると後継者が出てくる。 

農協の中でも大きな産業である、みかんについても後継者が大概おられる。

そういった基盤をしっかり作っていけば、農業でも後継者が生まれてくる。後

継者が生まれれば、定住者というものは増えてくると考えている。 

（Ｊ委員） 

農業と一緒で水産も後継者不足というのがある。 

私事ではあるが、子どもが３人おり、長女が山口県に進学した。先々、こっ

ちに帰ってくるのかと聞いたが、どうしようかなと、そういったときにどうし

ても地元での仕事、あとは給料、遠くのほうが給料がいい。親としては２、３

年は向こうで暮らしてもいずれは帰ってこいよという親御さんも松浦にはか

なりおられると思うが、そういった点で仕事、働く場所、そこをもう少し充実

させたらいいと思う。 

（議長） 

上野委員が言われたように、稼げる農業、稼げる水産業というのが定住に繋

がってくるという感じた。 

（Ｋ委員） 

今年の２月にこちらに赴任してきた、まだ、半年くらいであるが、県内の自

治体と違って、いろんな特色のある施策を一所懸命、地道にやられている。そ

うやりながら人口減少を少し抑制できたりとか、効果は出ているし、いろんな

問題について皆さんよく気づいておられると思う。 

私は志佐に住んでいるが、志佐というのは非常にコンパクトにいろいろ整っ

た地域であり、全然不便を感じない。しかし、周辺の御厨、星鹿、調川、今福、

そして福島、鷹島の地域ごとの人口減少、転入、転出の状況はどうなのか。全

体での数値は分かったが各地区毎に見たときにどうなのかということが気に

なった。その地区で転出が多ければ、その要因は何なのか、先ほどからの皆さ

んから出された意見の中などいろんなことが要因と思うが、ではその地区でど

うやっていけば抑制することができるのかということが知恵の出し合いなの

だと思う。 

高齢化が進んで高齢者が増えている。高齢者も活躍できるような場をどのよ
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うにつくっていくのかということも非常に大きな課題になってくると思う。そ

うすれば、お年寄りも暮らしやすい地域になるのかなと思う。 

住みよいまちということで、松浦は県内でもトップということを聞いた。確

かに子育てに関しては非常に手厚い施策をされた。さきほどから仕事がないと

いう意見もあったが、有名な企業がたくさん工場を持っておられる。そこに勤

められる地元の人をいかに増やしていくかということも企業とのこれからの

交渉ということになると思う。それが定住人口に繋がっていくと思うが、そう

いった重要施策は、もうひとつの総合計画でこれから練っていかれると思う。 

私は、こういう議論ができる、こういう環境にある松浦は非常にすばらしい

と思っている。 

（議長） 

次回は、総合戦略のたたき台をお示しし、皆様のご意見をいただきたいと考

えている。 

 

閉会 


